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【目的】 










１.家庭訪問員養成講座は（年１回）基礎編は基礎１から基礎 10 の講義を開催する。 
２.家庭訪問の実施 
1）養育支援訪問員は基礎講座終了後に、HFA のプログラムに沿って家庭訪問を開始する。 









 1)養育支援訪問者の育成講座（講座受講者アンケート）  
2)家族の養育の様子・言動・子どもの成長発達の様子から愛着形成の評価をする。  
①「日本版ふるいわけ項目」と「両親調査」の分析、②家庭訪問の評価（終了時アンケー  
ト）③子どもの社会的・情緒的行動調査（生後 6 か月）④支援システムの検討をする。  
【結果・考察】 
１．家庭訪問員養成講座は 10 月～12 月に基礎１から基礎 10 の講義を開催し、延べ人数 106
名、訪問員申請者 3 名 








第 55 回日本母性衛生学会（幕張）にて「虐待予防のための愛着形成支援の家庭訪問活動の試  
み  ―浜松市の特性を考慮した準備からの家庭訪問―」平成 26 年 9 月 13 日  
       
